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開会の辞 9：55 〜 10：00 辞

西村  理明（東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科）

一般演題 （1） 血糖測定と血糖変動・臨床試験 10：00 〜 10：56

座長：山田  研太郎（久留米大学医学部 内分泌代謝内科）

　　　松久  宗英（徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター）

演者： 1 　黄江  泰晴（心臓病センター榊原病院 臨床検査科）

　　　　�「ICV を利用した CGM における血糖変動の臨床的検討　第 2 報　M 値との関係についての

検討」
　　　 2 　村田  敬（独立行政法人 国立病院機構 京都医療センター 糖尿病センター）

　　　　�「1 型糖尿病における血糖測定回数と血糖コントロール」
　　　 3 　天羽  弘（ソーラ スピリット 光応用技術コンサルタント）

　　　　�「爪チェック器による初期糖尿病の見極め」
　　　 4 　末廣  泰子（山口大学大学院 医学系研究科 病態制御内科学）

　　　　�「意識消失発作を伴う反応性低血糖の診断・治療効果判定に CGMS が有用であった一例」
　　　 5 　安藤  精貴（東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科）

　　　　�「薬物治療を受けていない 2 型糖尿病患者の血糖変動を予測する血糖測定ポイントの検討」
　　　 6 　濱  ひとみ（木戸病院 糖尿病内科）

　　　　�「2 型糖尿病透析症例でのインスリン療法から DPP4 阻害薬、グリニド薬併用療法への切

り替え効果～ CGMS を用いての検討」
　　　 7 　本澤  訓聖（兵庫医科大学 内科学糖尿病・内分泌・代謝科）

　　　　�「1 型糖尿病におけるグラルギン／デテミルからデグルデクへの切り替え効果の検討」

基調講演 11：00 〜 11：45� 共催　日本メドトロニック株式会社

座長：西村  理明（東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科）

演者：Tim Jongen （Medtronic Inc. ABGI Regional Marketing Manager）

　　　「Advanced Technology in Managing Hypoglycemia」

ランチョンセミナー 1 12：00 〜 13：00� 共催　ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

座長：難波  光義（兵庫医科大学 内科学糖尿病・内分泌・代謝科）

演者：二宮  一敏（ノボ ノルディスク ファーマ株式会社 営業本部 フィールドトレーニング＆ディベロップメント部 営業研修グループ）

　　　�「インスリン製剤開発の歩み － 結晶化 / 会合の制御とその応用」

ランチョンセミナー 2 12：00 〜 13：00� 共催　ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

座長：浦上  達彦（駿河台日本大学病院 小児科）

演者：黒田  暁生（徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター）

プ ロ グ ラ ム



− 11 −

　　　�「カーボカウントを利用している患者での SMBG の指導法」

総　　会 13：05 〜 13：15 辞

一般演題 （2） 症例検討・病態の把握 13：15 〜 13：55

座長：粟田  卓也（埼玉医科大学病院 内分泌内科・糖尿病内科）

　　　柳澤  克之（市立札幌病院 糖尿病・内分泌内科）

演者： 8 　武者  育麻（埼玉医科大学 小児科）

　　　　�「グルコキナーゼ異常症（MODY2）の持続皮下グルコース測定（CGM）と経口ブドウ糖

負荷試験（OGTT）による病態解析：2 家系からの検討」
　　　 9 　中山  ひとみ（久留米大学内分泌代謝内科）

　　　　�「ケトアシドーシス早期診断のための 1 型糖尿病患者の血中ケトン体および FFA の日内

変動の検討」
　　　10　鴨井  久司（小千谷総合病院、新潟県立大学健康栄養学科）

　　　　�「慢性糖尿性合併症を併発し種々の治療を受けていた 1・2 型糖尿病患者の食事負荷試験に

おける血中総 GIP の変化」
　　　11　淺川  智香子（山梨大学医学部第三内科）

　　　　�「維持血液透析患者における心血管イベント発症予測因子としての血中NGAL値の有用性

の検討」
　　　12　川﨑  麻紀（東京都済生会中央病院 糖尿病・内分泌内科）

　　　　�「インスリン皮下分解症候群が疑われた1型糖尿病患者の1例」

一般演題 （3） CGM・CSII・人工膵臓 14：00 〜 14：40

座長：清水  一紀（心臓病センター榊原病院 糖尿病内科）

　　　川村  智行（大阪市立大学大学院医学研究科 発達小児医学教室）

演者：13　廣田  勇士（神戸大学医学部附属病院 糖尿病・内分泌内科）

　　　　�「1 型糖尿病患者に外来 CGM を複数回施行することの有用性」
　　　14　播  悠介（神戸大学医学部附属病院 糖尿病・内分泌内科）

　　　　�「1 型糖尿病患者における外来 CGM の検討〜 HbA1c 良好群と非良好群の比較～」
　　　15　黒田  暁生（徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター、徳島大学病院 内分泌・代謝内科）

　　　　�「インスリンポンプ療法での追加インスリン注入時間を規定する因子の検討」
　　　16　中村  友昭（神戸大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌内科学）

　　　　�「CGM下にインスリン調整を行った CSII 治療患者の調整後 1 年間の観察研究」
　　　17　保川  信行（埼玉医科大学病院 内分泌・糖尿病内科）

　　　　�「周術期における人工膵臓の使用経験」

コーヒーブレイク 14：40 〜 15：00
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教育講演 1 15：00 〜 15：30� 共催　武田薬品工業株式会社

座長：谷澤  幸生（山口大学大学院医学系研究科 病態制御内科学）

演者：武内  浩二（武田薬品工業株式会社 循環代謝創薬ユニット）

　　　「糖尿病治療薬の新しい展望　～新規作動薬の薬効・薬理からの可能性～」

教育講演 2 15：30 〜 16：00� 共催　MSD株式会社

座長：島田  朗（東京都済生会中央病院 糖尿病・内分泌内科）

演者：関  直人（独立行政法人 国立病院機構 千葉東病院 臨床研究センター糖尿病研究室）

　　　「持続血糖モニタリング（CGM）から見た膵臓移植の効果」

特別講演 16：00 〜 17：00� 共催　日本イーライリリー株式会社

座長：小林  哲郎（山梨大学医学部 内科学講座第 3 教室）

演者：川口  義弥（京都大学 iPS 細胞研究所 臨床応用研究部門）

　　　「iPS 細胞を用いた糖尿病に対する再生医療の展望」

閉会の辞 17：00 〜 17：05

西村  理明（東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科）

松久  宗英（徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター）

黒田  暁生（徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター）

メーカー展示
出展企業（五十音順）

（東京国際交流館プラザ平成　3F　メインホワイエ）

●サノフィ株式会社	 ●株式会社三和化学研究所
●ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社	 ●テルモ株式会社
●ニプロ株式会社	 ●日本イーライリリー株式会社
●日本ベクトン・ディッキンソン株式会社	 ●日本メドトロニック株式会社
●ノボ ノルディスク ファーマ株式会社	




